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大
切
な
先
祖
供
養 

日
本
経
済
新
聞
八
月
十
三
日
文
化
時
評
欄
に
「
先

祖
と
子
孫
断
絶
の
時
代
を
迎
え
て
い
る
か
も
し
れ

な
い
」
と
あ
り
目
に
と
ま
り
ま
し
た
。
内
容
は
、
今

の
お
墓
の
形
に
な
っ
た
の
は
こ
の
九
月
一
日
で
発

生
百
年
を
迎
え
る
関
東
大
震
災
が
き
っ
か
け
だ
っ

た
よ
う
で
す
。
都
内
で
は
寺
院
に
隣
接
し
た
墓
地
の

墓
石
が
ほ
ぼ
倒
壊
し
ま
し
た
。
復
興
の
区
画
整
理
事

業
で
既
存
の
墓
地
の
縮
小
が
図
ら
れ
、
耐
震
性
の
あ

る
頑
丈
な
構
造
の
お
墓
が
義
務
付
け
ら
れ
た
の
で

す
。
家
族
国
家
観
の
も
と
で
家
意
識
が
強
ま
る
中
、

家
督
相
続
し
た
者
が
継
承
す
る
お
墓
が
必
要
で
し

た
。
火
葬
が
主
流
と
な
り
遺
骨
を
複
数
納
め
ら
れ
る

カ
ロ
ー
ト
式
の
家
墓
は
、
こ
う
し
た
条
件
に
合
う
お

墓
と
し
て
普
及
し
て
い
っ
た
の
で
す
。
お
墓
の
あ
り

方
は
時
代
や
地
域
に
よ
っ
て
違
い
様
々
で
す
。
家
の

墓
を
建
て
、
そ
れ
を
継
承
し
、
折
に
触
れ
て
お
参
り

す
る
習
慣
が
全
国
的
に
な
っ
た
の
は
明
治
以
降
の

こ
と
で
す
。 

し
か
し
、
少
子
高
齢
化
の
あ
お
り
を
う
け
、
近
年
、

墓
地
区
画
の
返
還
（
墓
じ
ま
い
）
や
使
用
者
と
連
絡

が
取
れ
な
い
区
画
が
増
え
て
い
ま
す
。 

子
供
が
い
な
い
、
い
て
も
遠
く
に
住
ん
で
い
て
そ

こ
が
生
活
の
拠
点
に
な
っ
た
な
ど
、
継
ぐ
人
が
い
な

く
な
る
理
由
は
様
々
だ
と
全
国
各
地
の
役
所
担
当

者
は
口
を
そ
ろ
え
て
い
る
そ
う
で
す
。 

墓
地
不
足
が
心
配
さ
れ
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た

が
、
今
は
従
来
の
お
墓
で
な
く
、
永
代
供
養
墓
地
、

樹
木
葬
、
海
洋
葬
な
ど
埋
葬
も
多
様
化
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
も
継
承
者
不
在
の
例
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。
大
阪
に
は
明
治
時
代
か
ら
、
普
通

の
墓
地
に
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
人
の
御
遺
骨
を

十
数
万
柱
で
一
体
の
大
き
な
仏
像
を
作
っ
て
い
る

お
寺
が
あ
り
ま
す
。
今
や
八
体
の
仏
像
に
な
り
、
お

参
り
の
列
が
で
き
る
ほ
ど
だ
そ
う
で
す
。 

お
寺
で
は
施
食
会
（
せ
じ
き
え
）
と
い
う
行
事
が

あ
り
ま
す
。
お
釈
迦
様
の
お
弟
子
の
お
話
も
あ
り
、

あ
ら
ゆ
る
霊
に
食
事
や
供
え
物
の
施
し
を
す
る
法

要
で
す
。
ご
先
祖
さ
ま
ば
か
り
で
な
く
、
全
て
の
霊

を
救
済
す
る
こ
と
は
同
時
に
私
た
ち
の
生
命
は
周

り
の
多
く
の
生
命
に
よ
り
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
、

わ
が
身
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
多
く
の
生
命
に
感

謝
す
る
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
ご
先
祖
さ
ま
を

大
切
に
す
る
こ
と
は
今
を
生
き
る
自
身
を
大
切
に

す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
血
族
で
あ
る
子
孫
へ
の
つ

な
が
り
は
少
な
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
自

身
に
で
き
る
こ
と
を
す
る
。
そ
れ
が
先
祖
供
養
、
次

代
へ
の
継
承
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 
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お寺でのお盆のお経 

お盆には各家に伺っていますが、お仕事など都合の合わない方は、お寺でのお経に参列されています 
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時
節
柄
日
程
の
変
更
は
ご
容
赦
下
さ
い 

 

【
檀
信
徒
行
事
】 

九
月 

○
藤
江
家
ご
法
事 

 
 
 
 
 

1
日 

○
松
見
家
・
渋
谷
家
・
杉
田
家
・ 

平
工
家
・
北
川
家
ご
法
事 

 

2
日 

○
伊
藤
家
・
大
沼
家
・
飯
塚
家
ご
法
事 

3
日 

○
道
了
講 

 
 
 
 
 

5
日 

○
川
上
家
・
高
島
家
・
佐
藤
家
ご
法
事 

9
日 

○
稲
木
家
ご
法
事 

 
 

10
日 

〇
月
例
写
経
会 

 
 

12
日 

○
風
野
家
・
伊
藤
家
ご
法
事 

 
13
日 

○
沼
津
メ
モ
リ
ア
ル
ガ
ー
デ
ン
彼
岸
供
養
18
日 

○
地
蔵
講 

 
 

 

19
日 

○
山
口
家
ご
法
事 

 
 
 
 
 
 
 
 

23
日 

○
秋
彼
岸
供
養
祭 

 
 
 
 
 
 
 
 

24
日 

十
月 

○
高
橋
家
・
古
賀
家
ご
法
事 

 

1
日 

○
印
章
供
養
祭 

 
 

1
日 

○
道
了
講 

 
 
 
 
 

3
日 

              

 

○
杉
山
家
・
鈴
木
家
ご
法
事 

 

7
日 

○
古
谷
家
・
小
野
家
ご
法
事 

 

15
日 

○
羽
田
家
ご
法
事 

 
 

29
日 

○
地
蔵
講 

17
日 

十
一
月 

○
小
早
川
家
ご
法
事 

 
 

3
日 

○
道
了
講 

 
 

7
日 

○
間
部
家
ご
法
事 

 
 
 
 
 

11
日 

○
渡
辺
家
ご
法
事 

 
 
 
 
 

18
日 

○
田
中
家
ご
法
事 

 
 
 
 
 

19
日 

○
稲
垣
家
ご
法
事 
 

 
 
 
 

20
日 

○
地
蔵
講 

21
日 

○
じ
ぞ
う
寄
席 

二
つ
目
二
人
会 

 

23
日 

 

【
三
明
寺
や
す
ら
ぎ
大
学
】 

 

○
土
曜
写
経
会 

読
経
・
法
話
・
写
経 

6
時 

○
日
曜
坐
禅 

 

坐
禅
・
提
唱
・
喫
茶 

6
時 

○
月
例
坐
禅
会 

第
一
月
曜
日 

19
時
30
分 

○
月
例
写
経
会 

9
月
11
日
10
月
16
日 

10
時 

○
御
詠
歌 

 
 

第
一
・
三
火
曜
日 

10
時
30
分 

○
や
す
ら
ぎ
大
学 

休
講 

 
             

【
お
知
ら
せ
】 

□
住
職
ラ
ジ
オ
法
話 

Ｓ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ 

第
四
土
曜
日
12
時
22
分 

コ
ー
ス
ト
Ｆ
Ｍ 

76.7 

毎
朝 

 
 

7
時
30
分 

□
ラ
ジ
オ
の
お
話
が
本
に
な
り
ま
し
た 

 

ご
希
望
の
方
は
ご
連
絡 

く
だ
さ
い 

   

【
後
記
】 

猛
暑
と
ゲ
リ
ラ
豪
雨
、
台
風
。
度
重
な
る
自
然
災
害
は

便
利
に
な
っ
た
現
代
生
活
の
反
動
で
し
ょ
う
か
。 

４
年
ぶ
り
に
教
区
の
ご
寺
院
様
に
お
で
か
け
い
た
だ
き

施
食
会
が
で
き
ま
し
た
。
屋
外
の
祭
典
行
事
は
や
め
ま
し

た
が
厳
か
な
儀
式
と
な
り
ま
し
た
。 

本
堂
建
設
よ
り
20
年
以
上
た
ち
、
空
調
設
備
を
一
新
し

ま
し
た
。
省
エ
ネ
対
応
な
の
で
停
止
の
度
に
使
用
電
力
が

表
示
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
暑
さ
で
す
。
エ
ア
コ
ン
の
存
在

は
欠
か
せ
な
い
生
活
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

ち
び
た
け
ク
ン
、
前
回
の
巡
礼
テ
ー
マ
の
続
編
で
す 

 

        

令
和
五
年
九
月
一
日 

第
八
十
八
号 

発 

行
（
宗
）
曹
洞
宗 

大
嶽
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三
明
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編 
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住 

所 

沼
津
市
大
岡
三
明
寺
四
○
五
一 

電 

話  
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メ
ー
ル  info@sanmyouji.com
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落語の後はお楽しみ抽選会  次回は１１月２３日 

春風亭朝之助さんと三遊亭楽八さんの二つ目二人会です 

 仏前結婚式  昨年に引き続きこの春、２組のお式を挙げました 

沼津夏まつり みこし渡御 ４年ぶりに参加できました   ７/30 

ライオンズ 献血のお手伝い 

8/26 

 

 

 

 

 

門池まつりの花火  8/5 

お寺のすぐ前で点火するので 降り注ぐような花火です 

第 12３回じぞう寄席  8/27 

三明寺おなじみの古今亭菊之丞師匠 
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  梅花講で盂蘭盆会の御和讃をお唱えします  

施餓鬼幡を背にした施餓鬼檀 

本堂いっぱいの檀信徒の皆さん 

  今年は近隣寺院の皆様におでかけいただき、施食会先祖供養と新盆の供養をおこないました 

檀信徒総会と地蔵盆施食会、新盆供養 7/9   

僧侶により、お経の功徳がいきわたるよう本堂を回ります 

護持会役員の皆さん 

 施食会では南面し施餓鬼檀に向かいます  

初めに本尊様にごあいさつのお拝です 
 

施餓鬼檀にはお膳、供物（生菜乾菜）、施食飯、幡をお供えします 
 


